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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

蒔田直昌・教授 社員 日本循環器学会 

蒔田直昌・教授 理事・総務委員・編集委員・利益相反委員 日本不整脈心電学会 

蒔田直昌・教授 理事 日本生理学会 

蒔田直昌・教授 理事 西日本生理学会 

蒔田直昌・教授 臨床研究部 顧問 財団法人 放射線影響研究所 
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委員 
国立循環器病研究センター 

蒔田直昌・教授 特別研究員等審査会専門委員、卓越研究員候補

者選考委員会書面審査員及び国際事業委員会書

面審査員・書面評価員（医歯薬学） 

独立行政法人日本学術振興会 
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蒔田直昌・教授 独立行政法人日本学術振興会 代表 国際共同研究強化 B 
人種特異性に着目したゲノム解析による原

因不明の心臓突然死の病態解明 

蒔田直昌・教授 国立研究開発法人日本医療研究開

発機構 
分担 難治性疾患実用化研究事業 

先天性QT延長症候群スプライシング変異を

標的とした創薬開発 
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心室細動の駆動源ローターの特性とその安

定化に寄与する電気生理学的機序の解明 

辻幸臣・講師 文部科学省 分担 基盤研究（B） 
3 次元スクロールフィラメント・キネティク

ス解明が導く新たな心室細動治療法の確立 

辻幸臣・講師 公益財団法人鈴木謙三記念医科学

応用研究財団 
分担 ストレス誘発性心筋症（たこつぼ心筋症）お

よびその類縁疾患における巨大陰性Ｔ波の

成因とその臨床的意義に関する研究 

石川泰輔・講師 文部科学省 代表 若手研究 
ブルガダ症候群研究の新展開：ゲノムによる

突然死リスク予測と線維化機序の解明 

石川泰輔・講師 公益財団法人鈴木謙三記念医科学

応用研究財団 
代表 家族性不整脈・突然死・歯骨格異常を伴う心

臓コネキシン症候群の病態マウス樹立と予

防治療法開発への応用 

石川泰輔・講師 宮田心臓病研究振興基金 代表 新たな進行性心臓伝導障害“心臓コネキシン

症候群”の病態解明と治療法の開発 

石川泰輔・講師 日本循環器学会 代表 ブルガタ症候群における突然死関連ゲノム

因子と遺伝子発現パターン異常の解明 
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非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

蒔田直昌・教授 非常勤講師（環境生理学概論）大学院 産業医科大学 

 


